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二十歳二十歳をを うつどいうつどい

祝
二
十歳

令和５年占冠村令和５年占冠村

た
。
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
厳

し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若

い
皆
さ
ん
は
幅
広
い
視
野
を
持
っ

て
、
物
事
を
正
し
い
判
断
と
英
知

に
よ
っ
て
見
定
め
て
く
だ
さ
い
。

一
人
一
人
が
自
分
に
自
信
を
持

ち
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、

悔
い
の
残
ら
な
い
幸
せ
な
人
生
を

見
つ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

代
表
の
松
本
玲
実
さ
ん
に
よ
る

『
誓
い
の
こ
と
ば
』
で
は
「
私
た

ち
は
、
法
律
上
は
既
に
成
人
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
て
い
く
こ
と
を
決

意
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
と
い
う

日
を
契
機
に
、
一
人
の
大
人
、
そ

し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
早

く
認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

日
々
勉
強
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
か
ら
の
教
え
や
言
葉
を
無
駄
に

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
日
一

日
を
大
切
に
生
き
、
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
い

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
代
表
の
石
坂
陽

都
さ
ん
か
ら
は
「
本
日
は
こ
の
よ

う
な
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
多
く
の
励
ま
し
の
お
言
葉
や

お
祝
い
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
二
十
歳
に
な
り

ま
し
た
こ
と
を
機
に
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
社
会
の
一
員

と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
自
分
の

人
生
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

今こうして二十歳を迎えるこ

とができてとてもうれしいで

す。 そしてここまで育ててく

れた両親にはとても感謝し

ています。 現在通っている

調理製菓専門学校は３月に

卒業し、 社会人となります。

これからは 「人脈を広げる

こと、 失わないこと」 を頑張

ろうと思っています。 自分も

周りの人を大切にし、 人に

助けてもらえるような、 そん

な人になりたいです。

この度生まれ育った故郷で

二十歳の式典を迎えること

ができ、 大変うれしく思いま

す。 二十歳を迎え、 さまざ

まなことを自分で決められる

ようになり、 ようやく大人の

仲間入りができたような気

がしています。 これからも

大人としての自覚を持って、

自分らしく頑張ります。

この度は大変な状況の中、

無事に二十歳の式典を迎え

ることができてうれしく思い

ます。 これまで私を育てて

くれて、 さまざまなことに挑

戦させてくれた両親には感

謝の気持ちでいっぱいです。

両親やお世話になった方々

に恩返しできるように自分ら

しく励んでいきたいです。

無事に人生の節目を迎える

ことができ、 大変うれしく思

います。 これまで支えてくだ

さった皆さまに感謝申し上げ

ます。 現在は占冠村を離れ

て生活していますが、 占冠

村で育つことができて良か

ったと思っております。 今後

は常に現状に満足すること

なく、 さらなる高みをめざし

てまいります。

令令
　
　
　

和
５
年
１
月
７
日
（
土
）、

　
　
　

占
冠
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

　
　
　

ラ
ザ
に
て
『
二
十
歳
を
祝

う
つ
ど
い
』
が
開
催
さ
れ
、
平
成

14
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
占
冠
村
の
出
身
者

４
人
が
出
席
し
、
二
十
歳
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は『
占
冠
村
成
人
式
』

の
名
称
で
同
趣
旨
の
式
典
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
民
法
改
正
に

よ
り
令
和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
同
様
20
歳
を

迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た
式
典
と

し
て
、『
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
』

と
名
称
を
改
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
姉
妹
都
市
の
ア
ス

ペ
ン
市
を
訪
問
中
の
田
中
村
長
に

代
わ
り
、
松
永
副
村
長
か
ら
「
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
村
で

育
っ
た
皆
さ
ん
は
、
ま
さ
に
『
村

の
宝
』
で
す
。
皆
さ
ん
が
、
村
独

自
の
取
り
組
み
で
あ
る
姉
妹
都
市

ア
ス
ペ
ン
と
の
交
換
留
学
や
広
島

平
和
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
培

っ
た
、
平
和
を
愛
す
る
心
や
国
際

感
覚
を
存
分
に
生
か
し
、
豊
か
な

感
性
と
信
念
、
そ
し
て
強
さ
を
持

っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
切
り
開

い
て
く
だ
さ
い
」
と
の
式
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
玉
村
議
会
議
長
か
ら

は「
二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、

一
人
の
社
会
人
と
し
て
巣
立
つ
と

と
も
に
、
一
人
の
大
人
と
し
て
の

義
務
と
責
任
を
負
う
厳
粛
な
る
人

生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
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